
































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
点光源からA点までの距離は2/cos60°＝4mである。A点における水平面照度は法線照度に
cos60°を乗じて求められ、(200/4^2)×0.5＝6.25lxとなり、約6.3lxである。

●問題Ⅲ-2
正解は①
快適な温熱環境を確保するための室内上下温度差の許容値は、ISO 7730等により床上0.1m
と1.1mの間で3℃以内と推奨されている。5℃以内とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は②
グラスウールの熱伝導率は、かさ比重（密度）が小さくなりすぎると内部空気の対流等に
よって熱伝導率が上昇する。かさ比重が小さいほど小さくなる傾向があるとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-4
正解は①
実効放射量（夜間放射量）は、雲が存在すると雲底からの大気放射（下向き赤外放射）が
増大するため、快晴時に比べて減少する。増加するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は③
グラスウール等の多孔質吸音材を剛壁に直貼りする場合、材厚を厚くすることで吸音層の
厚みが増し、波長の長い低音域の吸音率も向上する。向上しないとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-6
正解は④
2つの開口部がともに負の風圧係数であっても、両開口部の風圧係数に差（圧力差）が存
在すれば風力換気が生じる。風力換気が生じないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は③
ダルシー・ワイスバッハの式より、円管直管部の摩擦抵抗は管の長さ、流体密度、流速の
2乗に加えて「管摩擦係数」に比例する。管摩擦係数に反比例するとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
冷房時におけるヒートポンプの成績係数（COP）は、圧縮仕事に対する「蒸発器での吸熱
量（冷房能力）」の比である。凝縮熱量とする記述は暖房時COPであり不適切である。

●問題Ⅲ-9
正解は①
高置水槽（高架水槽）の有効容量は、一般に1日の使用水量の1/10〜1/5（約1〜2時間分）
程度で計画される。1/3程度とする記述は過大で不適切である。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
渦巻きポンプ（ボリュートポンプ）には固定案内羽根はなく、渦巻き状のケーシングによ
って減速・昇圧を行う。固定案内羽根を持つのはディフューザポンプ（タービンポンプ）
である。

●問題Ⅲ-11
正解は④



鋳鉄製ボイラーは、セクション（節片）を連結した構造で耐圧強度が低いため、低圧の暖
房用や給湯用（小〜中規模）に用いられる。大容量の高圧型ボイラーとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-12
正解は③
屋内消火栓設備のホース先端における放水圧力の上限は、ノズルの保持性や安全性を確保
するため消防法施行規則等により0.7MPaと規定されている。7MPaとする記述は過大で誤り
である。

●問題Ⅲ-13
正解は③
冬季の内部結露を防ぐための防湿層は、室内側の水蒸気が壁体内部へ侵入するのを防ぐた
め、断熱材の「室内側（温度の高い側）」に配置する。外気側とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
超音波加湿器は常温の水を微小粒子として噴霧するため気化熱により周囲温度を低下させ
る特性があり、暖房時に適するとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-15
正解は②
換気量は30×0.5＝15m3/hである。必要放散量は(20−5)×15＝225μg/hとなり、放散面積
25m2で除すと放散速度は9μg/(m2・h)と求まる。

●問題Ⅲ-16
正解は②
ヒートアイランド現象によって都市域に発生する局所的な高温域や上昇気流、ダストドー
ムの形成に関する要因説明において、選択肢②の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-17
正解は③
イエバエやクロバエ等のハエ類は、厨芥や動物の死骸等を主な発生源・産卵場所とするた
め、厨芥等の衛生処理が適切に行われていれば幼虫の発生は防止できる。

●問題Ⅲ-18
正解は③
越流負荷は、沈殿池等の越流ぜき単位長さ当たりの流量を表す指標であり、単位はm3/(m
・日)またはm3/(m・時)である。m3/(m2・時)とする組合せは不適切である。

●問題Ⅲ-19
正解は④
BOD測定において、培養期間中に溶存酸素が完全に消費されてしまうと正確な消費量を把
握できないため、溶存酸素消費率が40〜70%程度になるよう希釈倍率を調整する。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
昭和55年建設省告示第1292号（浄化槽構造基準）において、大中規模向け等の構造方法と
して標準活性汚泥方式が明確に規定されている。

●問題Ⅲ-21
正解は②
遊離残留塩素のうち殺菌力の高い次亜塩素酸（HOCl）と次亜塩素酸イオン（OCl-）の存在
比率は水溶液のpHに大きく依存するため、消毒力はpHの影響を顕著に受ける。

●問題Ⅲ-22
正解は①
生活環境の保全に関する水質環境基準において、湖沼および海域の有機汚濁指標には「



COD」が適用され、河川には「BOD」が適用される。湖沼にBODを適用する組合せは不適切
である。

●問題Ⅲ-23
正解は④
汚泥返送率は流入汚水量（120m3/日）に対する返送汚水量（150m3/日）の比率であり、
(150/120)×100＝125%である。150%とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は④
公布年月日は、廃棄物処理法（1970年）、再生資源利用促進法（1991年）、バーゼル法（
1992年）、容器包装リサイクル法（1995年）、循環型基本法（2000年）の順である。

●問題Ⅲ-25
正解は③
平成29年度における1人1日当たりのごみ排出量は920グラム（ア）であり、平成24年度（
964グラム）と比べて44グラム（イ）減少（ウ）している。

●問題Ⅲ-26
正解は①
現行の廃棄物処理法第1条における目的規定は「生活環境の保全及び公衆衛生の向上」で
あり、旧清掃法にみられた「汚物を衛生的に処理し…」とする記述は現行法と異なり不適
切である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
PCB（ポリ塩化ビフェニル）は高い親油性・疎水性を持ち、水には難溶（ほとんど溶けな
い）である。水によく溶けるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
サーマルNOxは、燃焼空気中の窒素と酸素が高温（概ね1,300℃以上）で反応して生成す
る。750℃以下になると生成するとする記述は事実と正反対で誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は②
渦電流選別機は、交番磁界により非鉄金属（アルミニウム等）の内部に生じる渦電流の反
発力を利用して、非導電性のプラスチック等から非鉄金属を選別する技術である。

●問題Ⅲ-30
正解は③
平成29年度（2017年度）実績において、総処理量に対する中間処理量の割合は約94%（A
）、総排出量に対する総資源化量は約20%（B）、最終処分量は約9%（C）である。

●問題Ⅲ-31
正解は③
管理型最終処分場において遮水工は、埋立地内部からの浸出水が地下水へ漏出するのを防
ぐため、底部および側面に遮水シート等を敷設することが義務付けられている。

●問題Ⅲ-32
正解は④
日降水量深約4.66mm/日と蒸発散量2.0mm/日の差引有効水深2.66mm/日に面積2.5haを乗じ
ると日平均発生量は約70m3/日（A）、浸出係数は2.66/4.66≒0.6（B）となる。

●問題Ⅲ-33
正解は②
廃棄物処理施設生活環境影響調査は、施設を新設する場合だけでなく、処理能力や構造を
変更して「変更の許可」を受ける場合にも実施が義務付けられている。



●問題Ⅲ-34
正解は⑤
災害廃棄物処理計画において、コンクリートくず等の不燃性・無機性廃棄物は仮置場等で
保管・選別を経て復興資材等に計画的に再生利用されるものであり、早期処理を最優先す
べき対象ではない。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
放射性物質汚染対処特措法において、8,000Bq/kg超が指定廃棄物（A）に指定される。中
間貯蔵施設では除染土壌および10万Bq/kg超（B）の廃棄物等を保管する。


